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研究成果の概要（和文）：本研究では、植物性食品成分に起因する“短寿命分子種”に着目し、新しい分子種の
発見とともに、機能性の開拓を目的として行われた。その結果、ポリフェノールなどに由来する不安定な抗酸化
剤代謝中間体が、タンパク質を自然抗体との交差性を示す自然免疫リガンドに変換すること、含硫化合物に由来
する新しい活性硫黄種の生体内における生成、活性窒素種による新しいタンパク質機能制御機構などの数々の新
しい知見を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on "short-lived molecular species" originating 
from plant-based food ingredients and aimed at discovering new molecular species and developing 
their functionality. We obtained a number of new findings, such as conversion of proteins into 
innate immune ligands that exhibit cross-reactivity with natural antibodies by unstable antioxidant 
metabolic intermediates, generation of new reactive sulfur species derived from sulfur-containing 
compounds in vivo, and a new protein function control mechanism by reactive nitrogen species.

研究分野： 食品科学、特に食品成分の本質的機能の解明

キーワード： 短寿命分子種　抗酸化剤　硫黄生物学　活性窒素種　活性酸素種　タンパク質修飾　自然免疫
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研究成果の学術的意義や社会的意義
毎日のように摂取する「食」は生体恒常性の中心に位置し、生命への影響は絶大である。本研究における、短寿
命分子種による生体成分修飾の新たな機能性獲得に関する研究成果は、食の本質的機能の解明に関する研究の新
しい方向性を示すとともに、食習慣を含めた次世代におけるライフスタイル変革につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

食品素材としての植物は、ビタミンやミネ
ラルなどの供給源であることはいうまでも
なく、老化や疾病に対する予防効果のあるポ
リフェノールや含硫化合物など様々な生体
調節機能成分を含むなど、機能性成分の宝庫
である。一方、これらの食品成分は、代謝な
どを介して様々な中間体を生成する。また、
その多くは極めて不安定であるため、その
化学構造を含めて実態が不明なものが多
い。こうした“短寿命分子種”の生成は、それ
自体が機能性の起源である可能性があり、細胞機能の制御だけでなく、病気の発症や進展の制御
など、私たちの健康とも密接に関連していることが予想される（図１）。また、それらの多くは、
反応性に富み、電子が豊富な官能基をもつ生体成分と反応する。特に、こうした不安定中間体に
よるタンパク質の修飾は、他の翻訳後修飾のようなタンパク質の活性制御を伴うほか、最近では
内因性代謝物に起因した修飾タンパク質が自然免疫のリガンドとして作用することが明らかに
なってきた。食を起源とする短寿命分子種によるタンパク質の新しい機能獲得に関する研究は
極めてユニークであり、食のもつ本質的な機能性の解明につながることが期待される。 
 これに関連した研究成果として、内田（研究代表者）らは、ポリフェノールなどに由来する不
安定な抗酸化剤代謝中間体（図２）が、タンパク質を自然抗体との交差性を示す自然免疫リガン
ドに変換することを明らかにし
た。また、赤池（研究分担者）らは、
植物性含硫化合物に由来する新し
い活性硫黄種の生体内における生
成を発見し、また上原（研究分担
者）らは、活性窒素種によるタンパ
ク質機能制御に関して先駆的研究
を展開してきた。このように、タン
パク質修飾による機能制御は、食
を起源とする新たな短寿命活性種
の登場により、新しい次元へと研
究展開されようとしている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、新しいシグナル分子としての抗酸化性植物成分の酸化中間体について、低分子プ

ローブを用いた不安定活性種の高感度検出系を構築するとともに、その機能解析を目的に、タン
パク質分子上に形成される修飾構造体を同定する。さらに、新たな試みとして、マススペクトロ
メトリーを用いた修飾構造の網羅的解析手法を確立する。また、血清アルブミン上に形成される
自然抗体リガンドの化学構造の解析、さらに自然免疫応答の詳細な解析により、抗酸化剤のもつ
本質的機能の解明を目指す。また、過硫黄分子パースルフィドに関して、タンパク質システイン
残基のパースルフィド化 (Cys-S(S)nH) を中心に、それらの検出系の構築を進める。また、シス
テインパースルフィドによるタンパク質機能制御、特にシャペロン機能に関する研究を行う。 
 
３．研究の方法 
[ ① 研究方法 ] 

 本研究課題の達成方法として、短寿命分子種の起源として植物性食品成分（抗酸化剤および含
硫化合物）に焦点を絞り、代表者、分担者とも主にタンパク質の構造変化、機能獲得の解析を行
う。 
・研究代表者（内田・東大）：低分子化合物や修飾タンパク質のケミカルバイオロジー解析に関
する十分な研究実績があり、モノクローナル抗体作成、ファージディスプレイなどの免疫科学的
手法を主に用いる。また、研究分担者である安達（東京医科歯科大）と協力し、修飾タンパク質
により惹起される自然免疫細胞応答に関し、カルシウムバイオセンサー発現マウスを用いた研
究を行う。 
・研究分担者（赤池・東北大）：含硫化合物を起源とする過硫黄分子パースルフィドに関して、
その生成機構および制御機構を中心に展開する。 
・研究分担者（上原・岡山大）：活性窒素種によるタンパク質翻訳修飾研究の第一人者であると
ともに、システインパースルフィドによる細胞機能制御に関して新たな研究を展開する。 
・研究分担者（安達・東京医科歯科大）：研究代表者と協力し、アクロレイン修飾タンパク質に
より惹起される自然免疫細胞応答に関し、カルシウムバイオセンサー発現マウスを用いた研究

図１. 食に由来する短寿命活性種の生成と機能 

図２. カテキンを起源とする短寿命活性種の生成とタンパク質
修飾 



を行う。 
 
 [ ② 研究を遂行する上で生じた問題点及びその解決方法 ] 
1. 抗酸化剤に由来する短寿命分子種の同定・検出 
抗酸化性ポリフェノール類のアミノ化中間体の検出については、LC-ESI-MS/MS を用い、種々の
化合物に関してトライアンドエラーを行なったが、LC-ESI-MS/MS の感度向上などで対応したに
も関わらず、アミノ化カテキン以外は検出されず、予想とは異なる分子機構により反応が進行す
るものと思われた。そこで、当初の予定を変更し、標的であるアミノ酸（リジン）の修飾構造の
解析を進めることにし、生成物の構造から抗酸化剤中間体構造について何らかの知見を得たい
と考えている。実際、レスベラトロールの代謝物（ピセアタンノール）とタンパク質の反応にお
いて、ピセアタンノールのアミノ化中間体は検出できなかったが、LC-ESI-MS/MS を用いた網羅
的付加体（アダクトーム）解析を行うことにより、リジン２分子が架橋したデヒドロリジノノル
ロイシンを検出することに成功しており、抗酸化剤により脱アミノ化反応が進行していること
が間接的に証明された。 
2. 短寿命抗酸化剤代謝物によるタンパク質の新機能獲得 
(1) 自然免疫応答活性化機構に関しては、期待していた抗酸化剤修飾タンパク質では活性化がほ
とんど見られなかった。そこで、抗酸化剤修飾による新たな機能獲得について知見を得るため、
細胞膜脂質ラフトにおける相互作用タンパク質の探索を行う方針に変更し、酸化型ビタミン C
修飾タンパク質と結合する膜タンパク質としてプラスミノーゲン受容体でもあるヒストンを同
定することができた。現在、細胞膜受容体としてのヒストンに着目することにより、抗酸化剤修
飾タンパク質の炎症応答調節機構の存在を示唆する成果が得られている。 
(2) 内在性にアクロレイン修飾タンパク質に対する抗体が産生されたことから、アクロレイン修
飾を受けている生体成分を特異抗体で免疫沈降し、同定することは困難であったが、内在性の抗
体を持たないB細胞欠損マウスを用いることにより、通常の方法での免疫沈降が可能になった。 
3. 過硫黄分子によるタンパク質パースルフィド化 
パースルフィド化タンパク質の検出に関しては、すでに次世代プローブの開発に着手しており、
高感度化とともに当初計画通りに進まないための対応策にした。 
4. 短寿命分子種による細胞内タンパク質機能制御 
Cys-SSH などの低分子パースルフィド種に関しても、シャペロン以外の機能性、例えばチオール
基を介した酵素活性の on-off 制御の解析により対応した。 
 
４．研究成果 
[ ① 本研究課題による研究成果 ] 
 
1. 抗酸化剤に由来する短寿命分子種

の同定・検出 
(1)ポリフェノールによる自然抗体リ

ガンドの生成機構を解析した結果、ポ
リフェノールが酸化を介してタンパ
ク質分子上にアセンブリーを形成し、
これが自然構内などと相互作用す
る メ カ ニ ズ ム を 提 唱 し た 
(Yamaguchi et al., JBC, 2022)（図３）。 

(2) カルノシンやアンセリンなど
のイミダゾールジペプチド（IDPs）のIDPs
の酸化代謝物である2-オキソイミダゾー
ルジペプチド(2-oxo-IDPs)を世界で初めて
発見した。2-oxo-IDPs はIDPsの35,000 倍
の抗酸化性を示し、既知の抗酸化性物質で
あるグルタチオンやアスコルビン酸より
も高い活性を持つことが明らかになった 
(Ihara et al., JBC, 2019)。 

 
2. 短寿命抗酸化剤代謝物によるタンパ

ク質の新機能獲得 
(1) マウス腹腔細胞にビオチン標識した

酸化型ビタミンC (oxVC)修飾アルブミン
を用い、株化マクロファージ細胞J774A.1
の脂質ラフト画分を用いたプルダウンア
ッセイを行った結果、結合タンパク質とし
てヒストンタンパク質を同定した。ヒスト
ンH2Bはプラスミノーゲン受容体として働くことでマクロファージの組織浸潤および炎症応答
を制御することが報告されているが、oxVC修飾アルブミンがヒストンH2Bに結合することでプ

図 3. 抗酸化剤に起因する修飾タンパク質シグネチャーの生
成と自然抗体 IgM リガンド機能 

Promotion of 
Inflammation

Infiltration

Plg

Plm

Plg activation

H2B H2B

Inhibition of Plg activation

Plg

Inhibition of 
Inflammation

oxVCoxVC
Plm

H2B H2B

図４. 糖化修飾シグネチャーのパラダイムシフト：
AGEs の細胞膜ヒストンへの結合を介した抗炎症機
能 



ラスミノーゲン活性化を阻害し、単球・マクロファージの細胞浸潤を抑制することが明らかとな
り、酸化型ビタミンCによる新たな炎症応答調節機構の存在が示唆された（図４）（Itakura et al., 
Nat. Commun., 2022）。 

 (2) 高脂血症患者血清においてS-チ
オール化（システイン化及びホモシス
テイン化）血清アルブミンの比率が増
加し、さらに遊離システイン残基だけ
でなく、レドックスバランスの破綻に
伴う新規なタンパク質修飾反応とし
て、ジスルフィド結合を形成するシス
テインにおけるS-チオール化を発見し
た（図５）。また、S-チオール化により
タンパク質は炎症亢進機能を獲得する
ことが判明した。 

(3) タンパク質リジン残基のピロー
ル化によるapoEリガンド活性の獲得 
(Hirose et al., JBC, 2019)、フェロトーシスにおける脂肪酸由来短寿命活性種の検出 (Zhang et al., 
Cell Chem. Biol., 2019; Feng et al., Cell Rep., 2020)、抗酸化剤センサーでもあるKeap1のストレス
感知機構において新たな知見を得ており (Suzuki et al., Cell Rep., 2019)、期待通りの成果が挙が
っている。 

(4) アクロレインは脂肪酸由来の短寿命活性種であるが、その修飾タンパク質がB細胞に認識さ
れることを明らかにし、新規なトニックシグナルとしての役割が示唆された (Endo et al., JBC, 
2021)。 
 
3. パースルフィドによるタンパク質パースルフィド化 

(1) 活性硫黄分子種の生体内生成と抗酸化活性の解明：高感度 LC-MS/MS を用いた活性硫黄メ
タボローム解析システムを確立し、培養細胞や各種組織、血液（ヒトおよびマウス）中に各種活
性硫黄分子種がミリモルオーダーで存在することを見出した。活性硫黄分子種の主要な生体内産
生系として、システイニル-tRNA 合成酵素（CARS）を同定し、moonlight 活性としてシステインパ
ースルフィド合成酵素（CPERS）活性を有することを明らかにした。さらに、CARS/CPERS 由来
の活性硫黄分子種がミトコンドリア電子伝達系に関わることを発見した（図６）(Akaike et al., Nat. 
Commun., 2017)。 

(2) 活性硫黄分子種の蛍光イメージング法の開発：特異的蛍光プローブ（SSP2、SSP4、PSP-3 等）
を用いた細胞内活性硫黄分子イメージング解析により、ヒト肺がん A549 細胞をはじめとする各
種細胞において、上記 LC-MS/MS 解析で測定された細胞内ポリスルフィドレベルとの相関が確
認され、活性硫黄代謝系解析における本イメージング解析法の有用性が示された。 

(3) 活性硫黄分子は多様な硫黄化合物との平衡状態にあり、アルカリ条件下において加水分解
を受け、親電子性物質によって分解促進される一方で、チロシンおよびヒドロキシフェニル基含
有化合物による活性硫黄の安定化作用を明らかにした。 

(4) 新規活性硫黄ドナーの開発と抗炎症作用の解明：新規な活性硫黄ドナーとして、N-アセチ
ルシステイン（NAC）ポリスルフィドやグルタチオンポリスルフィドの大量合成法を確立した。
その薬効については、Toll 様受容体を介する炎症応答誘
導、NF-kB 経路などの抑制による抗炎症効果を見出した。 

(5) 活性硫黄によるタンパク質中チオール基の保護機構
の解明：タンパク質のシステインスルフィン酸（Cys-
SO2H）やスルホン酸（Cys-SO3H）は、通常は不可逆的な
酸化修飾である。一方、活性硫黄によってタンパク質チオ
ールがパースルフィド化されることで、システインパー
チオスルフィン酸（Cys-SSO2H）やパーチオスルホン酸
（Cys-SSO3H）をシステインチオールから還元解離し可逆
的に修復することが可能となることが分かった。このこ
とにより、活性硫黄分子が、過度で不可逆的な酸化損傷か
らタンパク質チオールを保護していることを明らかにし
た。 

(6) 過硫黄分子によるタンパク質パースルフィド化：硫
黄メタボローム解析システムを駆使して、生体内の過硫
黄分子の代謝経路および生理機能を詳細に解析したところ、環状化硫黄である S8(環八超硫黄)
が、ヒトを含めた動物細胞内に豊富に存在していて、積
極的に生合成されていることを見出した。 
 
4. 短寿命分子種による細胞内タンパク質機能制御 

図６. 活性硫黄分子種の生体内生成
と抗酸化性の解明 
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(1) 小胞体内腔に存在するジスルフィド異性化酵素（PDI）は定常状態においてスルフヒドリル
化（-SSH あるいは-SnH 化）されていることを見出し、その修飾部位は触媒ドメイン中の Cys 残
基であった。この修飾は酵素活性を正に調節する可能性があることを精製タンパク質による in 
vitro アッセイから明らかにした。また、サルフェン硫黄ドナーの処理によっても、動物細胞内の
PDI が同様の修飾を受けることがわかった。 

(2) NOによるタンパク質修飾に関しては、新規基質を単離同定するために、SNO基をビオチン
で置換したサンプルをLC/MS/MSに供した。その結果、新たにユビキチンプロテアソーム系の中
で、小胞体ストレス分解
（ERAD）に関わるE2酵素の
UBE2D1が新規NO標的であ
ることを発見した。 

(3) NO標的タンパク質とし
て見出したDNAメチル化酵
素であるDNMTに関しては、
NOによって酵素活性が負に
調節されることを明らかにし
ていたが、変異体を用いた解
析から標的は活性中心に存在
するCysであることがわかっ
た（図７） (Nakahara et al., Nat. 
Commun., 2023)。 

 
[ ② 当初に予見していなかった新たな展開等によって得られた研究成果 ]  
1. 抗酸化剤であるイミダゾールペプチド（カルノシンやアンセリンなど）に関する研究は、短

寿命分子種として 2-オキソ体の存在を世界で初めて証明し、さらに 2-オキソイミダゾール
ペプチドが元のイミダゾールペプチドをはるかに凌駕する抗酸化活性を持つことを明らかに
するなど、予想をはるかに上回る成果が得られた (Ihara et al., JBC, 2019)。この基盤研究の
中でも特筆すべき大きな進展である。 

2. 抗酸化剤ビタミン C に起因する修飾タンパク質の細胞膜結合タンパク質として、ヒストン
（プラスミノーゲン受容体）を同定した (Itakura et al., Nat. Commun., 2022)。この発見は、
抗酸化剤修飾タンパク質の抗炎症活性を説明することを可能にするものであり、抗酸化剤機
能のパラダイムシフトとなった。 

3. PDI 活性中心 Cys 残基へのスルフヒドリル化修飾という新規な現象を発見でき、さらに
DNMT の S-ニトロシル化制御に関する知見はこれまでに報告がなく、本プロジェクトにお
ける成果である(Nakahara et al., Nat. Commun., 2023)。さらに、この酸化修飾を分子特異的に
阻害する化合物の作出に成功しており、この投与によって、マウスにおいて NO 依存的な腫
瘍形成が抑制されることを発見するなど、新たな展開によって得られた研究成果である。 

 

図７. 修飾シグネチャーによるエピジェネティクス制御 
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FASEB J. 1867-1878

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Gimenez-Bastida JA, Shibata T, Uchida K, Schneider C. 31

 １．著者名

10.1016/j.bcp.2017.03.002.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Oxidative metabolism of curcumin-glucuronide by peroxidases and isolated human leukocytes

Biochem. Pharmacol. 143-149

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Luis PB, Gordon ON, Nakashima F, Joseph AI, Shibata T, Uchida K, Schneider C. 132

 １．著者名



2017年

2017年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1021/acschemneuro.7b00363.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
8-Nitro-cGMP attenuates the interaction between SNARE complex and complexin through S-
guanylation of SNAP-25

ACS Chem Neurosci. 217-223

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Kishimoto Y, Kunieda K, Kitamura A, Kakihana Y, Akaike T, Ihara H. 9

 １．著者名

10.1021/acs.biochem.7b00409.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural and functional insights into S-thiolation of human serum albumins

Sci. Rep. 932

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Nakashima F, Shibata T, Kamiya K, Yoshitake J, Kikuchi R, Matsushita T, Ishii I, Gimenez-
Bastida JA, Schneider C, Uchida K.

8
 １．著者名

10.1038/s41467-017-01311-y.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cysteinyl-tRNA synthetase governs cysteine polysulfidation and mitochondrial bioenergetics

Nature Commun. 1177

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Akaike T, Ida T, Wei FY, Nishida M, Kumagai Y, Alam MM, Ihara H, Sawa T, Matsunaga T, Kasamatsu
S, Nishimura A, Morita M, Tomizawa K, Nishimura A, Watanabe S, Inaba K, Shima H, Tanuma N, Jung
M, Fujii S, Watanabe Y, Ohmuraya M, Nagy P, Feelisch M, Fukuto J, Motohashi H.

8

10.1039/c7cc03387g.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Lipid radicals cause light-induced retinal degeneration.

Chem. Commun. 10922-10925

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Enoki M, Shinto S, Matsuoka Y, Otsuka A, Kaidzu S, Tanito M, Shibata T, Uchida K, Ohira A,
Yamato M, Yamada KI.

53
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計130件（うち招待講演　55件／うち国際学会　25件）

2022年

 ２．発表標題

第76回日本栄養・食糧学会大会シンポジウム「イミダゾールペプチド研究の新展開」（招待講演）
 ３．学会等名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

２-オキソヒスチジンの発見

 ４．発表年

内田浩二

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
硫黄呼吸の発見：ペルスルフィド産生酵素による新しいエネルギー代謝

現代化学 55-59

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
西村　明、赤池孝章 565

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
活性イオウによる生体防御応答、エネルギー代謝と寿命制御

実験医学増刊　「レドックス疾患学」 (赤池孝章、本橋ほづみ、内田浩二、末松誠 編集)　羊土社 649-655

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
澤　智裕、赤池孝章 36

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
脂質異常症に関連したタンパク質のS-チオール化

実験医学増刊　「レドックス疾患学」 (赤池孝章、本橋ほづみ、内田浩二、末松誠 編集)　羊土社 264-270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中島史恵、柴田貴広、内田浩二 36

 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第64回日本脂質生化学会（招待講演）

第49回日本毒性学会学術年会　ワークショップ「エクスポソームの新戦略」（招待講演）

第10回フリーラジカル学会アジア大会（SFRR Asia 2022）（招待講演）（国際学会）

第95回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

内田浩二

内田浩二

Koji Uchida

山口公輔、板倉正典、内田浩二

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

細胞内ピロール化タンパク質の同定

自然免疫に関与する酸化特異的エピトープ

タンパク質修飾を介した食の免疫記憶

Antioxidant assembly as a ligand for innate proteins

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第95回日本生化学会大会

第95回日本生化学会大会

日本農芸化学会2023年度大会

日本農芸化学会2023年度大会

 ３．学会等名

中村亘希、板倉正典、山口公輔、内田浩二

阿南優佑、板倉正典、 上田宏、 内田浩二

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

中村亘希、山口公輔、板倉正典、内田浩二

不破未貴、山口公輔、千代田直人、板倉正典、内田浩二

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IgE抗体を介したアクロレイン修飾タンパク質に対するアレルギー応答

自己免疫疾患における二重交差性自己抗体の解析

酸化脂質修飾タンパク質に対するアレルギー応答解析

短鎖脂肪酸によるタンパク質修飾を介した腸管免疫調節機構の解明

 ３．学会等名



2023年

2023年

2023年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2023年度大会

日本農芸化学会2023年度大会

日本農芸化学会2023年度大会

第74回日本酸化ストレス学会・第21回日本NO学会合同学術集会（招待講演）

塚本萌南、阿南優佑、板倉正典、内田浩二

山口公輔、板倉正典、内田浩二

内田 浩二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ファージディスプレイ法を用いた自己免疫疾患における抗好中球抗体の解析

内在性ピロール化タンパク質の同定

酸化ストレス疾患病態解析における分析技術の新展開
 ２．発表標題

酸化型ビタミンC由来AGEsの核移行と核内ヒストンへの結合

 １．発表者名
板倉正典、内田浩二

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本生化学会大会

第94回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

三浦 由香子, 林 世映, 糸井 海星, 板倉 正典, 内田 浩二

板倉 正典, 内田 浩二

山本 広史, 佐々木 栄太, 阿南 優佑, 板倉 正典, 内田 浩二

井上 慎也, 阿南 優佑, 板倉 正典, 内田 浩二

第48回日本毒性学会学術年会

第94回日本生化学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

マロンジアルデヒド特異的モノクローナル抗体の解析

抗酸化性食品成分によるタンパク質自然修飾を介した生体恒常性維持機構

ポリフェノール修飾タンパク質に対する高親和性ペプチドの解析

メチルグリオキサール修飾タンパク質に対する新規モノクローナル抗体の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本生化学会大会

第94回日本生化学会大会

山口 公輔, 板倉 正典, 北澤 麗磨, 林 世映, 永田 宏次, 柴田 貴広, 赤川 貢, 内田 浩二

備前 知風優, 山口 公輔, 林 世映, 板倉 正典, 内田 浩二

内田 浩二

板倉 正典, 内田 浩二

第94回日本生化学会大会シンポジウム（招待講演）

第94回日本生化学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ポリフェノール修飾タンパク質によるヒストン結合を介した細胞保護作用

酸化修飾タンパク質による自然免疫活性化機構の解明

医食同源：食と自然治癒力

抗酸化性食品成分によるタンパク質自然修飾とヒストンを介した生体応答

 １．発表者名



2021年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

レドックスR&D戦略委員会 第１回 若手シンポジウム

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

林 世映, 近澤 未歩, 板倉 正典, 松田 知成, 内田 浩二

山口 公輔, 畠山 千晴, 下宮 豪介, 林 世映, 板倉 正典, 内田 浩二

板倉 正典, 内田 浩二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山口 公輔, 板倉 正典, 北澤 麗磨, 林世映, 永田 宏次, 柴田 貴広, 赤川 貢, 内田 浩二

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ApoE欠損マウスにおける抗ピロール化タンパク質抗体レパトアの同定

ポリフェノールによるタンパク質修飾を介した自然免疫調節機構の解明

酸化型ビタミンC 由来AGEsによる炎症応答制御メカニズムの解明
 ２．発表標題

EGCGによるタンパク質修飾を介したヒストン結合性分子の産生

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

塚本 萌南, 山口 公輔, 板倉 正典, 内田 浩二

山口 公輔, 板倉 正典, 北澤 麗磨, 林 世映, 永田 宏次, 柴田 貴広, 赤川 貢, 内田 浩二

吉武 淳, 柴田 貴広, 近澤 未歩, 内田 浩二

山本 広史, 佐々木 栄太, 板倉 正典, 内田 浩二,

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ポリフェノールによるヒストン凝集メカニズムと病態生理学的意義の解明

ポリフェノール修飾タンパク質の構造解析並びにヒストンとの相互作用メカニズムの解明

アスコルビン酸酸化に起因するタンパク質ピロール化

ポリフェノール修飾タンパク質に対する高親和性ペプチドの解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

糸井 海星, 林 世映, 三浦 由香子, 板倉 正典, 今井 浩孝, 内田 浩二,

阿南 優佑, 佐々木 栄太, 板倉 正典, 上田 宏, 内田 浩二

赤池孝章

赤池孝章

第99回日本生理学会大会（招待講演）

第3回 太田原豊一賞 受賞講演（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

フェロトーシス誘導細胞における酸化特異的エピトープ形成と免疫応答解析

抗体工学を利用した抗DNA自己抗体の解析

呼気オミックスによる硫黄代謝解析と新型コロナ感染症

超硫黄分子の発見と感染防御・免疫・代謝制御に関する研究

 １．発表者名



2022年

2022年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回レドックスR&D戦略委員会 春のシンポジウム―最先端技術が切り拓くレドックスバイオロジー（招待講演）

SAカレッジ21年度コースIII月例会（招待講演）

第20回日本ミトコンドリア学会（招待講演）

第94回日本生化学会大会（招待講演）

赤池孝章

赤池孝章

赤池孝章

 ２．発表標題

 ２．発表標題

赤池孝章

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

呼気オミックスと未来型医療:ヒューマンエアローム事業の創成

硫黄呼吸の生命進化論

レドックスとエネルギー代謝の超硫黄パラダイム
 ２．発表標題

活性酸素シグナル~酸素生物学~そして硫黄生物学:三つの領域を超えて見えてきた世界

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第32回日本生体防御学会学術集会（招待講演）

第41回阿蘇シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

赤池孝章

赤池孝章

赤池孝章

赤池孝章

新領域創成のための挑戦研究デュオ~Frontier Research in Duo (FRiD)~ 公開セミナー（招待講演）

第46回日本医用マススペクトル学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

超硫黄分子による感染免疫制御とエネルギー代謝

硫黄呼吸の革新的イメージングの開発と応用

呼気オミックスと未来型医療

超硫黄分子による生体防御学の新たな潮流

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

生理研研究会2021「生命を支える硫黄生物学研究の最前線」（招待講演）

World Microbe Forum 2021（招待講演）（国際学会）

赤池孝章

Takaaki Akaike

赤池孝章

赤池孝章

第81回分析化学討論会（招待講演）

第3回国際活性硫黄研究会（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

超硫黄分子による電子転移反応とエネルギー代謝

Sulfur respiration highly conserved and evolved in microbiota and organisms including human

呼気オミックスによる新型コロナ感染診断法と未来型医療

超硫黄代謝と呼気オミックス

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第74回日本酸化ストレス学会・第21回日本NO学会合同学術集会（招待講演）

第30回バイオメディカル研究会「健康を測るセンシング技術」（招待講演）

日本薬学会第141年会（招待講演）

第94回日本生化学会大会（招待講演）

赤池孝章

上原  孝

上原  孝

 ２．発表標題

 ２．発表標題

赤池孝章

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新型コロナの呼気オミックス解析と未来型呼気医療

酸化修飾による新規エピゲノム調節機構

ニトロソ化ストレス作用機構に類似した外来性環境物質の探索
 ２．発表標題

超硫黄生物学：エネルギー代謝とレドックスシグナル

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本生化学会大会

第93回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山口公輔, 板倉正典, 近澤未歩, 佐々木栄太, 赤川貢, 内田浩二

飯島悠太, 水島藤太, 中原健吾, 松下洋輔, 片桐豊雅, 上原  孝

内田浩二

林世映, 近澤未歩, 板倉正典, 佐々木栄太, 内田浩二

第140回日本薬理学会近畿部会

第93回 日本生化学会大会「新たな酸化脂質研究の潮流」シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ポリフェノール修飾タンパク質によるヒストンH2B結合を介した抗炎症作用

DNAメチル化および遺伝子発現に対する一酸化窒素の影響

ユニークなタンパク質修飾反応リポキシデーション

ApoE欠損マウスにおけるピロール化リジンの多重交差性抗DNA抗体産生促進に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本生化学会大会

第93回日本生化学会大会

北澤麗麿, 板倉正典, 近澤未歩, 佐々木栄太, 内田浩二

阿南優佑, 佐々木栄太, 板倉正典, 近澤未歩, 上田宏, 内田浩二

板倉正典, 近澤未歩, 佐々木栄太, 内田浩二

内田浩二

第93回日本生化学会大会

第73回日本酸化ストレス学会「新しい酸化脂質解析法を用いたオキシリピッドバイオロジー研究」シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

細胞外ヒストンの細胞障害性に対する最終糖化産物(AGEs)の保護効果

自己免疫疾患における抗DNA抗体の解析

ヒストンH2Bへの結合を介した最終糖化産物（AGEs）によるプラスミノーゲン活性調節と炎症制御

リポキシデーションによるタンパク質自然修飾

 １．発表者名



2020年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本薬理学会年会「薬理学・毒性学視点からアプローチするエクスポソーム研究」シンポジウム（招待講演）

日本農芸化学会2021年度大会「抗酸化研究の新展開」シンポジウム

日本農芸化学会2021年度大会

日本農芸化学会2021年度大会

内田浩二

板倉正典, 山口公輔, 佐々木栄太, 吉武淳, 柴田貴広, 大野礼一, 永井竜児, 内田浩二

山口公輔, 板倉正典, 佐々木栄太, 赤川貢, 内田浩二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

内田浩二

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

抗酸化剤機能のパラダイムシフト

酸化型ビタミンC修飾タンパク質とヒストンH2Bの相互作用メカニズムの解明

ポリフェノール修飾タンパク質によるヒストン結合を介した細胞保護作用
 ２．発表標題

エキスポソームに備える生体防御系としての自然抗体

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2021年度大会

日本農芸化学会2021年度大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉武淳, 柴田貴広, 内田浩二

林世映, 近澤未歩, 板倉正典, 佐々木栄太, 松田知成, 内田浩二

阿南優佑, 佐々木栄太, 板倉正典, 上田宏, 内田浩二

山本広史, 佐々木栄太, 板倉正典, 内田浩二

日本農芸化学会2021年度大会

日本農芸化学会2021年度大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

アスコルビン酸の関与するピロール化タンパク質の形成

ピロール化タンパク質による抗DNA自己抗体産生機構に関する研究

抗体工学を利用した二重交差性自己抗体の解析

ファージディスプレイ法によるポリフェノール修飾タンパク質結合ペプチドの探索

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2021年度大会

プラズマバイオコンソーシアム2020年度研究会（招待講演）

大塚優人, 青山拓生, 平出直哉, 内田浩二, 柴田貴広

赤池孝章

赤池孝章

赤池孝章

第1回レドックスR&D戦略委員会シンポジウム（招待講演）

日本農芸化学会2021年度大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

低密度リポタンパク質における酸化リン脂質修飾構造の解析

NO・活性酸素シグナルから始まる硫黄生物学研究

活性硫黄分子によるシグナル伝達と代謝制御

活性硫黄分子によるシグナル伝達と代謝制御

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回日本細菌学会総会（招待講演）

第61回日本生化学会　中国・四国支部例会

第93回日本生化学会大会

第73回日本酸化ストレス学会/第20回日本NO学会　合同学術集会

谷口理香子, 飯島悠太, 中原健吾, 高杉展正, 上原  孝

上原  孝

上原  孝

 ２．発表標題

 ２．発表標題

赤池孝章

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

一酸化窒素によるDNA脱メチル化を介した遺伝子の誘導

一酸化窒素による新たな遺伝子発現調節機構

NOによる新規遺伝子発現調節機構：分子特異的酸化修飾抑制薬の開発を目指して
 ２．発表標題

新型コロナの感染予防制御とポストコロナ時代の先進医療

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本プロテオーム学会2019年大会（招待講演）

Japan-Aston symposium on inflammation and oxidative stress

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Uchida, K

藤河香奈, 高杉展正, 上原  孝

中原健吾, 宮崎育子, 高杉展正, 浅沼幹人, 上原  孝

内田浩二

第73回日本酸化ストレス学会/第20回日本NO学会　合同学術集会

第73回日本酸化ストレス学会/第20回日本NO学会　合同学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Development of antibodies aimed to the detection of oxidized lipoproteins

一酸化窒素によるタンパク質ユビキチン化制御機構

一酸化窒素応答性遺伝子発現を介した神経細胞死誘導機構

タンパク質ジスルフィド結合のチオール化修飾と病態

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 1st International Conference on Persulfide and Sulfur Metabolism in Biology and Medicine（招待講演）（国際学会）

第92回日本生化学会大会（招待講演）

Uchida, K

内田浩二

内田浩二

Akaike T

第14回日本臨床ストレス応答学会大会（招待講演）

The Society for Redox Biology and Medicine's 26th Annual Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Protein disulfide linkages as a target of oxidation

抗酸化剤が持つ新たな細胞機能

ストレスで生じる様々なタンパク質修飾反応と生体応答

Reactive persulfide mediate sulfur respiration in mitochondria via sulfide:quinone oxidoreductase

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第4回黒潮カンファレンス

International Joint Conference of SFRR-Korea & HDRC 2019（招待講演）（国際学会）

2019 NIH-Japan-JSPS symposium（国際学会）

第2回大隅ライフサイエンス研究会

Akaike T

Akaike T

赤池孝章

 ２．発表標題

 ２．発表標題

赤池孝章

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Reactive persulfide mediates versatile redox signal functions with canonical signaling mimetics

Reactive persulfide mediates versatile redox signal functions with canonical signaling mimetics

活性硫黄シグナルと硫黄呼吸：哺乳類の新しいエネルギー代謝
 ２．発表標題

活性イオウ分子によるレドックスシグナルと代謝制御

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JADCI/JSHDR2019

JASIS2019 ライフサイエンスイノベーションゾーン（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

赤池孝章

赤池孝章

Akaike T

赤池孝章

第92回日本生化学学会大会

1st STINT-JSPS Joint Symposium in Sendai（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ミトコンドリアに硫黄呼吸を発見～古代生物の残存が現代に生きていた～

活性パースルフィドによるエネルギー代謝とタンパク質機能のレドックス制御

Reactive persulfide mediates versatile redox signal functions with canonical signaling mimetics

活性イオウ分子種の代謝と抗酸化・抗炎症・免疫制御機能

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

フリーラジカルスクール2019

ライフサイエンスイノベーションセミナー

赤池孝章

赤池孝章

赤池孝章

Akaike T.

第46回日本毒性学会学術年会

The 9th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research-Asia (SFRR-Asia)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

進化する硫黄生物学：新しいレドックスバイオロジーの黎明

硫黄呼吸の新規代謝経路の発見と生命科学へのインパクト

環境医学におけるイオウ毒性学のニューパラダイム：イオウ医学生物学の黎明

Cysteine persulfide synthases mediate redox signaling and energy metabolism

 １．発表者名



2019年

2019年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Kick-off Symposium of Advanced Graduate Program for Future Medicine and Health Care

第 7 回 IRG(Inflammation and ReGeneration)Meeting（招待講演）（国際学会）

日本薬学会第140年会

日本薬学会第140年会

Akaike T.

上原　孝

谷口理香子, 飯島悠太, 中原健吾, 髙杉展正, 上原　孝

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Akaike T.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Reactive sulfur species (RSS) mediate sulfur respiration in mitochondria and redox signaling

レドックスを介したDNAメチル化制御機構

NOによるDNA脱メチル化を伴って誘導される遺伝子の探索
 ２．発表標題

Cysteine persulfide synthases mediate sulfur respiration and energy metabolism

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回硫黄代謝の医学生物学に関する国際会議（国際学会）

Hawaii IUTOX ICTXV 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Honami Ushirokawa, Kenichi Yamaji, Sho Okuda, Eisuke Sugino, Nobumasa Takasugi, and Takashi Uehara

Takashi Uehara

上原　孝

Honami Ushirokawa and Takashi Uehara

SfRBM2019（国際学会）

第92回日本生化学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Possible Role of Endogenous S-persulfidation in the Enzymatic Activity of ER Protein

Detection of novel S-nitrosylated proteins in neuronal cells

リバースケミカルジェネティクスから解く酸化ストレスによりエピゲノム調節機構

Positive regulation of protein-disulfide isomerase activity via S -persulfidation

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hawaii IUTOX ICTXV 2019（国際学会）

第135回日本薬理学会近畿部会

Kana Fujikawa, Kengo Nakahara, Nobumasa Takasugi, Akihiro Ito, and Takashi Uehara

野村亮介，奥田洸作，浮川太一，高杉展正，竹内靖雄，上原　孝

中原健吾，高杉展正，上原　孝

藤河香奈，中原健吾，高杉展正，伊藤昭博，上原 孝

第135回日本薬理学会近畿部会

第19回日本NO学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Regulation of Ubiquitin-Proteasome System in ERAD via S-nitrosylation of UBE2D1

新規タンパク質S-ニトロシル化阻害薬の構造活性相関

一酸化窒素応答性遺伝子発現による神経細胞死惹起機構の解析

ユビキチン結合酵素UBE2D1のS-ニトロシル化を介した小胞体関連分解調節機構

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本免疫学会学術集会

日本食品免疫学会設立15周年記念学術大会

日本食品免疫学会設立15周年記念学術大会

第104回 日本栄養・食糧学会関東支部大会シンポジウム

福田 陽大， 越阪部 奈緒美， 安達 貴弘

小竹 久仁彦， 安達 貴弘

安達 貴弘

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Adachi T, Watabe T, Nagaishi T, Watanabe M, Karasuyama H, Yoshikawa S.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

食品成分における腸管センシングの可視化解析

食物アレルギー及び自己免疫疾患におけるIgAの影響

生体イメージングによる腸管機能の可視化解析
 ２．発表標題

IgA deficiency causes spontaneous enteritis

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年
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脂質酸化を起点とするバイオロジーの新展開」シンポジウム. 第91回日本生化学会大会（招待講演）

第71回日本酸化ストレス学会学術集会（招待講演）
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内田浩二

内田浩二

Uchida, K.

柴田貴広, 内田浩二

東京大学農学部公開セミナー（招待講演）

Pre-Meeting Workshop “Methods in Lipid Oxidation” 25th Annual Meeting of the Society for Redox Biology and Medicine (SfRBM
2018)（招待講演）（国際学会）
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 ４．発表年
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 １．発表者名

アポEが関与するオキシリポクオリティ

食をもって毒（さび）を制す

MS-based identification of covalent adducts in oxidized LDL.

脂質酸化を起点とするタンパク質アダクトーム
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ITN Masstrplan Workshop. Marie Sklodowska-Curie Innovative Training Networks ‘MASSTRPLAN’ MASS Spectrometry TRaining
network for Protein Lipid adduct Analysis（招待講演）（国際学会）

2018 Annual Medical Technology Conference 3rd Annual Conference New Frontiers in Mass Spectrometry Clinical and Biomedical
Applications（招待講演）（国際学会）

Uchida, K.

Akaike T.

赤池孝章

赤池孝章

山形分子生物研究会（招待講演）

平成30年度東北大学医学系病理同窓会特別公演（招待講演）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名
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Lipid peroxidation modification of proteins. Integrative approaches for the study of molecular and cellular lipoxidation

Chemical biology of reactive sulfur species and its metabolome analysis.

ミトコンドリアのイオウ呼吸とイオウストレス

新しいエネルギー代謝機構:イオウ呼吸の発見と生理機能解明
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10th Internatinal Conference on the Biology, Chemistry and Therapeutic Applications of Nitric Oxide（招待講演）（国際学会）

KCL Redox Biology & Medicine Symposium（招待講演）（国際学会）

7 SEAS PROJECT Research meeting 2018（招待講演）
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Persulfide synthase coupled with translation mediates sulfur respiration in mammals

Sulfur respiration as a target for mitochondrial disease

イオウ呼吸:レドックス研究の新たなパラダイム
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Translation-coupled persulfide synthases (PERSs) involved critically in sulfur respiration and energy metabolism
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International Conference on Selenium in the Environment and Human Health)（招待講演）（国際学会）
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Cysteine polysulfidation governed by cysteinyl-tRNA synthetase (CARSs)

Cysteine persulfide synthases coupled with translation mediate sulfur respiration and redox signaling

Cysteinyl-tRNA synthetase (CARS) controls endogenous hydropersulfide production and mitochondrial respiration

Sulfur respiration in mammals and its implication for tumor biology
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S-Bio 2017 Plant and Human Sulfur Biology Conference 2017（国際学会）

AARS2017: IUBMB Focused Meeting on Aminoacyl-tRNA Synthetase（国際学会）

Takaaki Akaike

Takaaki Akaike
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Cysteinyl-tRNA synthetase (CARS) controls endogenous hydropersulfide production and mediates mitochondrial functions and
bioenegetics

Cysteinyl-tRNA synthetase governs endogenous hydropersulfide production and mediates mitochondrial functions and
bioenergetics

自然抗体エピトープを有する食品成分の探索

ポリフェノールオキシダーゼによる茶カテキンの自然抗体リガンド生成能の増強
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 ２．出版社

赤池孝章, 松永哲郎, 井田智章, 高田 剛, Jung Minkyung, 守田匡伸, 本橋ほづみ
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呼気オミックスと個別化医療

生命を支える超硫黄分子の代謝と革新的な計測技術

超硫黄分子の化学と代謝:超硫黄生物学の創成とオミックス先制医療への展望
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日本農芸化学会2018年度大会
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平出直哉、柴田貴広、内田浩二
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羊土社

羊土社

羊土社

羊土社
 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

高田 剛, 松永哲郎, 赤池孝章

内田　浩二
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実験医学2021年8月号　超硫黄代謝物の化学と代謝

食と健康を結ぶメディカルサイエンス　「序に変えて：「医食同源」を解明する食と健康研究の最前線」

食と健康を結ぶメディカルサイエンス「リポキシデーションによるタンパク質の自然修飾」
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高田剛, 松永哲郎, 赤池孝章
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4. 抗酸化:活性パースルフィドによる制御

茶ポリフェノールの生理機能と応用展開
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